
統計研修講義計画書 

 

研修課程 本科（総合課程） 講義科目 消費・物価分析 講義時間 10コマ 

講  師 
長内 智 

株式会社大和総研 シニアエコノミスト 

※１コマ 70分 

講義のねらい  

 

本講義では、消費・物価関連の経済統計に対する知識を総合的に学ぶと同時に、各種統計の特徴や経

済理論を踏まえつつ、実際にデータ分析を行うために必要な考え方や技術を習得する。さらに、経済政

策と消費・物価という観点から、消費増税や、政府のデフレ脱却と日本銀行のインフレ目標を巡る消費・

物価の議論についても学ぶ。 

 

指導項目と内容  

指 導 項 目 内    容 

 

● 消費関連統計の概要 

 

● 景気動向と消費 

 

● 消費の決定理論 

 

● 属性と消費 

 

● 消費税の影響 

 

○ 物価関連統計の概要 

 

○ 物価の計測問題 

 

○ 物価の決定要因 

 

○ 経済政策と物価 

 

○ 景気動向と物価 

 

・各種統計の体系・特徴および利用上の注意点 

 

・景気動向を占うための、消費統計の読み方 

 

・経済学における消費の決定理論 

 

・各種属性別に見た消費の特徴と今後の展望 

 

・代替効果と所得効果を通じた影響度など 

 

・各種統計の体系・特徴および利用上の注意点 

 

・「真」の物価指数や、計測バイアスを巡る議論 

 

・フィリップス曲線や物価関数、原油価格の影響 

 

・政府のデフレ脱却と日本銀行のインフレ目標 

 

・名目賃金と物価との関係（＝実質賃金）など 

 

講義形態 

指導方法 
 

受講に必要な 

基 礎 知 識 等 
 

 


